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１月の挨拶名人
1月のあいさつ名人はT･Yさん

とR･Tさんです。二人とも笑顔で

あいさつをしてくれます。あり

がとうやごめんなさいなどのあ

いさつもしっかり出でき、他の

人の見本になってくれます。

人生時計で考える

本来ならば晴れやかなはずの年始は、思いがけない災害と大事故で幕を開けました。これを受け、

改めて自然の驚異や人生の儚さについて考えさせられる年頭となりました。

ところで皆さんは「人生時計」という言葉をご存じでしょうか。これは人間の一生を1日（24時間）

の時刻に当てはめて自分の人生の時刻を知るという考え方のことです。その計算は、いたって簡単で

自分の年齢を３で割るだけです。例えば１２歳、小学校６年生は午前４時。まだまだ夜明け前で、そ

の日一日を元気に過ごすために睡眠をとりエネルギーを蓄えている頃でしょうか。それでは、１８歳、

高校３年生の場合ならどうでしょう。午前６時。まだまだ早い早朝、夢の中。

このような視点で５歳から１８歳までの入所児童を考えるとほとんどが睡眠中であり、長い一日の

輝かしいスタート地点である事に気づきます。これから目を覚まし、それぞれの一日をどう過ごして

いくか、これまで関わってきた身としては大いに気になるところです。と同時に一日をスタートする

子どもたちに私達支援者が出来る事は何なのかと考えます。先ずは心身の健康とゆるぎない基礎を築

くことでしょうか。農業で例えるならば豊かな土壌作りの作業でしょうか。子どもたちが健康で持て

る力を存分に発揮し綺麗な花を咲かせられるように一日一日を大切に支援したいと思います。そして、

願わくは子どもたちが自分の力で楽しく豊かな人生を歩んでいくことを祈るばかりです。

ちなみに私の人生時間は、19時20分。夕食も済みやれやれと言う頃でしょうか。この仕事を通しキ

ラキラした子どもたちと関われることに感謝している毎日です。

保育士 錦戸和子

天草学園通信2月号

ひまわり
２月の行事予定

鬼火焼き

天草学園

2月4日 節分 豆まき

10日 誕生会

11日 手作りおやつ

17日 ライオンズ駅伝

21日 虐待研修

24日 ユニット調理

天草支援学校

1月24日～2月7日 高等部進路面談

1月24日～2月2日 小中学部個別面談

2月1日 高等部振替休日

3日 小学部学習発表会

中・高等部校内販売会

9日 高等部作業納会

13日 高等部マラソン大会

26日 支援学校全学部振替休業日

本渡中学校

2月5、6日 期末テスト

8日 授業参観、学年懇談会

本町小学校

2月2日 新入児体験入学

佐伊津小学校

2月14日～15日 学力検査

22日 授業参観、学級懇談会

PTA総会

天草工業高校

2月5日 前期選抜選考会

6～9日 期末テスト

29日 卒業式準備・予行

3月1日 卒業式

倉岳高校

1月28日 送別クラスマッチ

29日 振替休日

2月5日～8日 学年末考査

1月7日に鬼火焼きを行いま

した。寒い中でしたが音を立

てて燃える火を見ながら、1

年の無病息災を願いました。

火が落ち着くとお待ちかね

のお餅や焼き芋を作り食べま

した。今年1年健康に過ごし

ていきたいです。



豆まき

豆まきを行いました。紙芝居を使い豆まき（節分）の由来について話を聞きました。

節分について簡単にお話します。節分は、「皆が健康に過ごせますように」という

意味を込めて、悪いものを追い出す日です。節分と言う言葉には、「季節を分け

る」という意味もあるそうです。昔の日本では、春は1年の始まりとされ、特に大切

にされていたそうです。その為、春が始まる前の日、つまり冬と春を分ける日だけ

を節分と呼ぶようになったそうです。そして春が始まる日を「立春（りっしゅん）」（2

月4日）と呼びます。

今年一年元気に、健康でたくましく過ごしていきたいと思います。

正月の様子
正月の朝は伊達巻、紅白なます、雑煮などが出てきます。お昼には、お刺身に巻きず

し、唐揚げにフルーツといった豪華なご飯が出てみんな大喜びです。午後からは初詣や、

お年玉を使い買い物に出かけました。

それぞれテレビを見たり、外で身体を動かしたりと好きな事をして過ごしていました。

未就学お出かけ
今回は大矢野に新しくできた図書館と公園に遊びに行き

ました。公園では新しい大きな滑り台に喜び、何度も繰り

返し滑ったり、ブランコに乗ったりしてたくさん遊ぶこと

が出来ました。図書館にも入ってみると、新しい本がたく

さんあり、興味津々で読む姿が見られました。外食はジョ

イフルに行きました。自分で好きなメニューを選び、いつ

もとは違う特別な食事を楽しみました。寒さはありました

が、寒さに負けず、元気いっぱい遊び、楽しい一日を過ご

しました。

虐待防止について

児童虐待への対応については、従来より

制度改正や関係機関の体制強化などにより、

その充実が図られてきました。しかし、深

刻な児童虐待事件が後を絶たず、全国の児

童相談所における児童虐待に関する相談対

応件数も増加を続けており、依然として社

会全体で取り組むべき需要な課題となって

います。

天草学園では、虐待防止委員会を中心に

虐待防止に向けた取り組みを継続的に実施

し、利用児に安心と安全を提供することが

できるよう支援の質の向上に努めています。

保護者アンケート結果について

先月の学園通信にて保護者アン

ケートを同封しましたところ、約

10軒の御家庭からの返信がありま

した。

結果、全項目に於いて「満足」

「やや満足」との評価で「安心し

て子どもを預けられています」

「入所させてもらってすごく感謝

しています」などありがたい声も

多数頂きました。

今後も職員一同、誠意をもって

お子様の支援に当たりたいと思い

ます。

お気付きの事などあれば、御遠

慮なくお聞かせください。

この欄には、誕生者の写真

と担当からの一言が掲載さ

れています。


